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埘

滅

⑶

住

宅

;»

地
の
地 

代

の
%

诚

ニ

、

リ

カ

ー

ド

ー

の

說

及

び

其

の

批

評

三

"

河

 

田

學

士

の

說

及

び

其

の

批

評.

.

.
0

地
代
の
增
減

i

地
代
の
增
減
に
關
す
る
私
見 

地
|*
の
分
量
は
霞
號
{
2
:
:
%
の
如
く
結
局
.土
地
0
價
値 

R
よ
つ
て
究
ま
る
も
0
で
あ
つ
て
、
土
地
を
異
に
す
る 

に
從
つ
て
其
の
分
量
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同|

• 

0

^

0
 

- 

二
 

四

:

の
土
地
で
も
時
を
異
に
す
る
に
從
つ
て
亦
典
の
分
馈
に
へ 

變
動
を
來
す
も
の
で
わ
る
。

】

定
の
時
に
冷
て
®

々
の
' 

分
量
は
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
ビ
い
ふ
に
、
そ
は(

一
V 

土
地
の
借
用
に
對
す
る
借
地
人
の
評
偎
を
最
高
限
度
ミ 

一
し(

ニ)

土
地
の
貸
與
に
對
す
る
地
主
の
評
惯
を
最
低
限
；
 

度
ど
し
而
し
て(

三)

搔

等

兩

極

端

の
||
«

に

於

て

貸

借

當
 

事
者
の
交
涉
驅
引
の
巧
拙
並
に
競
爭
の
有
無
强
願
に
ょ
.. 

つ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。
故
に
是
等
の
三
條
件
の
變
動
' 

に
從
つ
て
地
代
に
增
減
を
來
すV

J

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
- 

ぬ
。
以
下
是
等
の
條
件
の
變
動
に
就
て
述
べ
や
ぅ
ビ
単 

ふ
。
又
土
地
は
用
法
に
從
つ
で
、
耕

地

*
商
工
業
敷
地
レ 

|

の
如
き
生
產
用
に
供
す
る
®

合
ビ
、
住
宅
地
•
遊
圓
鄉 

等

の

免

き
«

用
に
供
す
る
®

合

に

分

れ

れ

る
.か
ら 

.し
て
、
先
づ
前
考
に
就
て
論
じ
次
に
後
*

に
及
ぶ
こ
？ 

、

るo

す
{
.第

一
〕
.

生
產
用
地
の
地
代
の
增
減

 ゝ

,
.■土
地
に
對
す
る
借
地
人
の
評
價W

地
主
の
評
惯
ビ
咚 

勿
論
其
の
程
度
を
異
に
す
る
を
常
ビ
す
る
、
然
し
な
が
.
.

ら
其
の
評
價
の
變g

を
來
す
理
法
に
至
つ
て
は
同一

で

 

あ
る
か
ら
V

雨

當

事

漸

の

評-®
の

變

動

に

よ

る

地

代

の 

堺
滅
に
就
て
は
之
を
：一

括
し
て
.(

甲

)

に
於
て
述
べ
、
 

兢
帮
の
消
長
典
他
に
よ
る
地
代
の
增
減
に
就
て
は
之
を 

(

乙)

に
於 

s

: :
@°

：

：

，

(

甲)

'
評
惯
の
變
動
に
よ
る
地
代
の
增
減
生
產
用 

地
に
對
す
る
評
惯
は
其
の
土
地
に
於
て
得
ら
る
、
生
產 

偾
额

V
J

之
に
要
す
る
我
用

(

勿
論
地
代
を
除
く)

 

V
J

の 

差
额
に
よ
つ
て
定
ま
る
。
故
に
或
る
土
地
に
於
て
(0
同 

1

费
用
に
よ

.

つ
て
得
ら
る
べ
き
生
產
價
额
に
增
加
を
來 

せ
ば
評
惯
高
ま
り
て
地
代
の
增
加
を
可
能
な

ら

し

め
(2
)

 

.

1

定
の
生
產
價
额
を
擧
ぐ
る
に
要
す
る
©
用
に
減
少
を 

來
せ
る
場
合
に
も
间
様
に
-i
-
l
i
i代
の
增
加
を
可
能
な
ら
し 

め
る
> 

而
し
て
之
に
反
す
る
ビ
き
は
地
代
の
減
少
を
可 

能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
 

a

l
 偕
；S

W

?
よ
 

S

S

S

1
◎
 

◎
 

组
康
惯
额
の
堺
加
を
來
す
第
一
の
®

八：！

は
生
產
物
の 

_

の
堦
加
す
る
場
合
で
あ
つ
て
主
ビ
し
て
農
業
に
見

笫

十

怨

ハ

セ

〇
w

雜

錄

地

代

槪

腧

る
所
で
あ
る
？
1
.
:定
の
.费
用
に
よ
つ
て
.生
產
物
の
分
構 

に
增
加
を
來
す
の
は
地
質
の
變
化
に
よ
ム
と
が
ゎ
る
、
 

.即
ち
或
は
土
壤
.の
搬
入
に
よ
る
耕
地
改
造
、_灌
漑
排
水 

に
よ
る
耕
地
改
-妓
の
如
-&
人

爲

的

改

良

に

よ

^

^

或

は 

洪
水
の
際
沃
土
が
流
入
し
れ
‘ヒ
ぃ
ふ
が
如
き
自
然
的
¥
 

實
に
よ
り
て
地
質
の
優
&
と
な
つ
れ
に
基
づ
く
と
が
あ 

ぅ
0

又
技
術
の
進
步
に」

よ
る
こ
w

t
3>
る
、
即
ち
或
は 

同
額
の
資
本
を
投
ず
.る
に
し
て
も
肥
料
や
稀
子
を
撰
擇 

し
勞
働
に
際
し
て
も
之
を
加
へ
る
時
又
は
方
法
に
エ
夫
：
 

を
凝
ら
し
或
は
地
質
.に
艦
み
て
栽
培
物
を
轉
換
す
る
>し 

い
ふ
が
如
き
改
良
の
行
は
れ
た
る

^
基
づ
く

こ

と

も

あ 

る
の
で
あ
る
が
、
’何

れ

に

し

て

も

生

產
#;
の

分

量

坩g
h 

，す
れ
ば
•
.代
價
の
下
落
せ
ざ
る
場
合
は
勿
論
の
と
假
令 

下
落
す
る
も
其
の
'程
度
が
生
産
物
の
分
®
の
增
加
の
程 

度
以
下
に
在
る
限
り
は
賣
上
惯
額
は
增
加
を
來
す
の
で
、
 

あ
る
：。
生
產
僧
•額
の
.增
加
を
來
す
第
二
の
場
合
は
生
産 

物
の
代
惯(

單
愤)

騰
貴
の
場
<
:
1で
あ
る
。
代
惯
の
騰
*
: 

は
之
を
社
會
全
般
に
就
て
沄
へ
ば
"

一

時
的
に
は
^

要
.

第

五

號

'

ニ

.
五



If

j

第

ナ

卷

(

七
◦
ニノ

地

代

概

im

の
咐
進
。供
給
の
減
退
に
弗
い
て
生

じ

長
沏
即
に
は
耕 

作
の
.擗
張
集
約
に
よ
る
®

用
.の
增
加
k

參
づ
い
て

生

た 

る
。
又
之
を
個
々
み
國
、
地
方
、
土
地
に
就
'て
云
へ
ば
、
 

4

t

物
を
搬
出
版
賣
す
，ベ
&
市

場
ゼ
變
见
し
た
る
に
よ 

P

て
高
®

を
贏
ち
#

る
に

3 >
る

場
合
も

あ

り

、

又
他
國
‘ 

他
地
方
よ
P

. 0

同
秫
生
產
物
の
競
帮
減
少
の
爲
め
に
ぶ 

惯
の
騰
貴
を
來
す
場
合
も

t

。

何
れ
に
し
て
も
生

產

：
 

分
蹵
闾
一
で
も
代
惯
騰
貴
す
れ
：ば
生
產
©

镟
增
加
.し
、
 

生
逄
分
竅
減
少
し
て
も
其
の
減
少
の
程
度
が
代
價
騰
貴 

の
.©度
以
下
な
る

'場
合
に
は
是
れ
亦
生
產
惯
额
の
管
加

. 

を
來
：す
の
で
あ
る

。

.以
上
一1

つ
の
場
合
は
農
業
又
は
エ
業
る
も
の 

で
ぁ
る
が
フ
班
に
之
を
商
業
の
場
合
に
就
て
云
へ
ズ
、
 

右
に
生
逄
憤
額
と
云
つ
た
の
は
此
の
場
合
に
は
資
上
高
一 

に
相
f

.る
。
所
で
或
る
地
點
に
店
储
を
構
え
て
商
業
.
一
 

を
す
る
l

i

s

上
高
の
多
少
如
何
ど
い
ふ
こ
ど 

は
其
の
位
5

馨

如

？

.い
そ」

S

よ
つ
I

響
：
. 

を
受
け
^

M
.成
%
丈
け
人
を
引
き
付
け
る
に
他
宜
な
る

ダ

第
玉
钺
'
:
' 

一
一
六
.：：

位
置
に
於
：
て

は

寶

上

高

多

ぐ

之

.

に

反

す

る

.も

の

は
少 

ズ
な

る

：
。凡
そ
商
業
：に
：於

：て
；

は
特
に
獅
占
的
な
る 

の
地
位
を
占
む
る
も
の
.

以
外
に
あ
り
て
は
、
他
の
榮
中
丨 

に
じ
'て
等
し
い
限
り
«

貢
手
は
交
通
上
煨
も
便
宜
な
.

1
;.
.
' 

f̂
f
iに
赴
ぐ
も
の
で
あ
る
。
故
.に
都
會
に
就
て
云
へ
ば
ノ
： 

T1
I
街

鐵

道

の

値
あ
る
所

は

然_
*

e>
:

ざ

る

所

に
優
り
、 

く
市
推
.發
道
沿
«

の
地
點
で
も
停
©

場
乘
換
場
の
.

附
^

”

ビ
他
の
交
通
機
關
i

の
連
絡
點
、

一
交
通
機
圈
の
終
端
：
 

■點
等
も
他
に
此
し
て
位
®

の
利
を
占
め
.て
居
る
、
蓋

レ 

.商
業
は
人
V
J
Aど
の
間
に
行
は
れ
る
も

の

で
あ
る
か
ら
.
. 

し
て
A
を
*
も

よ
く
呼
び
#

る
地
點
の
優
つ
て
罟
る
と
，
 

は
當
然
で
あ
る
。
然
る
に
交
通
機
關
が
發
達
す
る
i
セ 

の

位

置

の

關

係

が

多

大

の

變

動

を

來

す

ヽ

或

は

通

路

の 

變

JE
に
よ
つ
て
、
或

は

市

'®
の

擗

張

統〗

に
よ
つ
て
。 

例
へ
ば
大
都
市
に
新
に
市
街
鐵
道
が
敷
設
さ
れ
た
ど
す
：
 

れ
.は
1
從
來
各
小
龆
域
に
限
ら
れ
た
る
市
場
が
#
诉
に
. 

仿
立
，せ
.し
場
合
に
位
置
の
；利
を
占

め

rr
た
.る
も
の
も
|?
.

I

I

II
大
市
場
に
統
一
せ
ら
る
、
に
及
ん
で
は
全
く
典
の
利 

を
失
つ
て
賣
上
高
を
減
す
る
Y 

Vど
'、
な
る
ビ
共
に
他
の 

地
點
に
於
て
は
全
市
の
顧
容
を
呼
ん
で
益
々
販
賣
裔
を 

增
加
す
る
こ
と
に
な
b

、
或
は
從
來
多
數
の
人
の
往
復 

酿
過
せ
し
地
點
も
布
街
鐵
道
に
よ
つ
.て
他
の
通
路
を
通 

&
又
は
素
通
り
す
る
こ
ど
に
な
つ
て
販
賣
の
機
會
を
減 

少
す
る
^
共
に
停
留
埸
乘
換
場
の
如
き
ニ
時
人
の
见
を 

止
め
し
め
る
地
點
に
於
て
賣
上
高
を
增
刘
せ
し
む
る
か 

如
き
は
即
ち
是
れ
.で
‘ぁ
る
。

右
の
如
く
、
或
は
生
產
物
の
分
最
增
加
に
よ
り
或
は 

.生
產
物
0

代
愤
騰
貴
に
よ
り
或
は
位
镫
の
_

®
を
增
し 

ts
ふ
に
よ
つ
て
威
る
土
地
の
使
用
よ
り
得
ら
る
、
收
入 

め
增
加
を
來
し
れ
る
場
合
代
，於
て
は
、
其
の
土
地
の
使 

南
料
れ
.る
地
代
も
亦
增
加
を
來
す
の
傾
向
が
ぁ
る
。
勿 

論
土
地
の
生
霞
憤
«
の
增
加
は
必
中
直
ち
に
地
代
の
增 

加
を
來
す
と
は
限
ら
な
い
妙
れ
ど
'毛
、
斯
る
場
合
U

は 

地
生
侧
に
於
て
は
土
地
め
評
價
高
ま
ホ
て
地
代
の
墙
帅 

を
■要
求
す
ベ
ぐ

，

借
地
人
侧
，に
於
で
^

評
價
高
ま
れ
：ば

.姑

十

餘

c

七
〇
三

〕

雜錄地代槪腧

興
の
请
加
の
請
求
を
も
肯
ん
ず
る
こ
ビ
に
な
る
か
ら
t
 

て
玆
に
.結
局
地
代
.は
引
上
げ
ら
れ
る
.の
で
あ
.る

。

人

.或 

は
生
產
價
額
僧
加
の
.原
因
如
何
に
從
つ
て
地
代
の
增
加 

を
來
す
場
べ
ロ
と
然
ら
ざ
る
場
合
と
あ
りW

い
ふ
反
對
を 

.す
る
か
も
知
れ
ぬ
、.
即

ち

.生

産

额

の

增

加

が

地

主

侦

に
 

於
け
る
耕
地
改
Ji
0

M
0

る
場
合
に
は
地
主
は
當
然 

地
代
の
增
加
を
要
求
す
ベ
く
借
地
人
亦
之
を
綹
る
、
に 

客
な
ら
ざ
る
ベ
.き
が
故
に
結
厨
地
代
の
增
加
を
來
す
ベ 

き
も
、
之
化
反
し
て
生
產
價
額
僧
加
が
借
地
人
の
技
能
. 

に
よ
り
て
^

じ
ft
る
場
合
^

は
地
主
に
於
て
地
代
if
加 

を
請
求
す
る
理
由
も
機
會
'も
な
く
、■
又
假
令
之
をl

l
H
m

 

す
.る
，J

ビ
P

る
も
借
地
人
は
之
を
承
諾
す
る
^
は
な
い 

か
も
地
代
は
增
加
せ
し
め
ら
れ
な
い
と
い
ふ
反
對
を 

試
む
，る
か
'も
知
れ
ぬ
。
1

應
尤
も
に
即
良
る
が
、
坐
座 

增
加
が
借
地
<
の
技
能
に
迦
づ
く
場
合
年
雖
も
其
の
結 

果
土
地
に
對
す
る
評
價
高
ま
る
が
故
は
、
E

:む
を
得
す 

ん
ば
從
來
よ
6

も
幾
分
の
地
代
引
上
を
赏
ん
中
る
を
以 

‘：て
寧
.ろ
a：
地

；を

借

&
.
ざ

名

II
優

れ》
■>

考

へ

るV J 

y
j

が 

.'
'
始

五

號

:

.



節

十

瀠

(

七
〇
四〕

’
雜

錄

地

•代

概

論

通
例
で
ぁ
る
か
ら
、
.右
の
反
對
論
は
理
由
は
な
い
ヒ
云
；

： 

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.-
°
喷
、
自
己
の
技
能
に
®
い
て

 ̂

じ
た
る
.生
產
f
f
l
M
の
增
加
分
储
ビ
同一

程
度
ま
で
地
0

 

の
增
加
を
尕
諾
す
る
こ
^
は
實
際
行
は
.れ
ず
、
僅
か
に
' 

之
よ
り
も
少
き
程
度
に
於
て
增
加
を
來
す
に
過
ぎ
な
い 

S
い
ふ
こ
i
は
理
の
賭
易
い
所
で
あ
る
0 

| 

以
J
‘

-?
1
人
は
生
產
價
紅
の
«
*|
を
來
さ
し
む
る
こI 

ビ
に
よ
つ
て
地
代
の
增
加
を
生
せ
し
む
る
•#:
々
の
事
情 

に
就
て
述
べ
た
、
若
し
右
：

§

事
情
ビ
正
反
對
な
る
事
情 

の
起
る
ど
き
は
正
に
地
代
の
減
少
を
來
さ
し
む
べ
き
こ

\ 

VJ

云
ふ
ま
で
も
な
い
所
で
.あ
る
。
故
に
吾
人
は
地
代
減 

少
の
場
合
に
就
て
は
說
明
を
省
略
す
る
。

作
费
用
の
減
少
に
よ
る
地
代
の
增
加 

\ 

用
の
減
少
を
來
す
辦
4
の
®
合
は
如
如
0@
歡

0®) 

減
少
す
る
場
合
で
あ
る
。1

定
分
姓
を
生
產
す
る
に
要 

す
る
费
用
の
減
少
は
生
產
3?
0
參
00
0̂
«0
0̂
°̂
即
ち
他

人
に
支
拂
ふ
べ
き
勞
銀
。利
子
原
料
品
等
の
代
價
の
下 

落
に
‘
®
:づ
ぐ
こ
ど
も
あ
6

、
技
術
の
避
步
即
ち
生
產
要

第

班

號
.

.

r

.

i
A -
,
,

素
の
：撰
擇
？
配
合
の
方
法
及
び
，其
の
利
用
の
時
等
に
工 

夫
を
加
ふ
.る
，！

に
基
づ
<
ぇ
4:
あ
.り
、
.
'又
.資
本
(0
0
於 

良
進
步
に
逃
づ
ズ
i
も
‘あ
る
の
で
^
る
が
、
可
れ
に
し 

て
も
.生
產
：の
1
用
«
少
ず
れ
ば
、
供
給
增
加
に
，ょ
る

 ̂

價
の
下
落
を
來
さ
く
る
場
合
は
勿
論
の
.こ
i
假
令
下
落 

を
來
す
ビ
も
其
の
下
落
の
程
度
が
.農
用
減
少
の
麗
以 

下
に
止
ま
る
場
合
に
は
借
地
入
の
利
得
增
加
ビ
な
.る

o

 

而
し
て
此
の
费
用
減
少
'が
或
る

個
人
の
特
有
技
能
に

 ̂

つ
き
該
特
定
'人
の
み
に
生
ず
る
場
合
に
は
、
此
の
^
の 

評
價
は
高
ま
る
i
も
未
だ
地
主
：の
評
價
は
高
ま
ら
な
い 

か
も
し
て
地
代
增
加
の
問
題
は
起
ら
す
、
费
用
减
少
R 

ょ
る
增
加
.利
得
は
借
地
入
の
利
潤
の
中
に
加
へ
ら
れ
る 

の
で
あ
る
が
、
.若
し
隣
人
彼
に
摸
し
其
の
瞵
人
又
彼
に 

傚
ひ
斯
く
し
て
戡
用
減
少
の
辦
實
が
遂
に〗

地
方
全
體- 

に
.普
及
す
.る
に
至
つ
て
其
が
®
早
彼
の
特
有
的
利
益
た 

&
ず
地
方

I
.

般
；の
共
通
事
實
と
な
り
れ
る

が
如
き
^

八
ロ
 

に
於
て
は
地
主
の
評
價
も
次
第
に
高
ま
り
玆
に
地
代
引 

上
.の
|
1求
も
.起
'
.2
し
其
0
^
 ̂

至
る
の
で
あ

る
。
尤
も
费
用
の
減
少
•かI

人
ょ
b
漸
次
多
數
人
の
間 

に
普
及
す
る
に
從
つ
て
生
^

«
の
«
;]
|
!を
來
し」

地
方 

全
.部
に
普
及
す
る
®
に
は
旣
に
多
大
の
增
加
を
來
し
て
.

代
偾
の
低
落
ど
な
り
典
の
結
果
一
旦
一
部
の
漭
の
間
に 

於
て
高
め
ら
れ
れ
る
評
價
は
爯
び
.低
下
す
る
か
ら
し
て 

地
代
增
加
の
餘
地
は
な
い
、.VJ

云
ふ
著
も
あ
る
か
も
知j 

れ
な
い
が
、
®
用
減
少
の
事
實
が
益
々
廣
く
普
及
す
る 

に
從
つ
.て
土
地
に
對
す
る
需
要
增
加
し
其
の
方
面
か
ら 

し
て
地
代
を
臟
办
上
げ
る
こ
ヒ
も
あ
6
、
:殊
に
人
口
の 

增
加
し
土
地
生
産
物
に
對
す
る
需
要
の
着
々
增
加
す
る 

國
に
あ
り
て
は
代
惯
の
下
落
を
來
す
こ
ビ
は
寧
ろ
少
く 

假
，令
あ
す
る
も
其
の
程
度
は
極
め
て
微
弱
な
る
も
” 

の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
®
用
減
少
が
廣
一 

く
普
及
す
れ
ば
假
令
其
の
.原
因
が
借
地
經
營
潘
侧
の
技 

術
改
a
に
ょ
る
場
合
ビ
雖
-1
>
地
代
の
引
上
を
來
す
の
«
_ 

向
が
あ
る
の
で
1

0
 

:

.

费
用
の
減
少
を
來
す
第
一一

の
.場
合
は
運
送
©
锻
用
の
‘ 

減
タ
す
る
»
合
^
あ
石
«0
運
送
0
戡
用
の
減
少
は
主
せ
：
 

铱

十

饴C

七
〇
3l〕

雜錄
地代
槪論

心
て
交
通
：の

糞

，
交
通
機
關
の
進
步
の
I

で
あ
.
：

0

 

て
、
或
は
；半
姐
近
距
離
な
る
通
路
に
.ょ
る
ビ
い
ふ
が
如 

き
通
路
の
變
:®
に
ょ
る
も
あ
り
、

.

.

或

は

陸

上-®
路

し
 

か
な
か
つ
：た
も
の
が
新
に
鐵
道
又
は
水
運
の
便
が
開
け 

た
^
い
ふ
場
合
^
從
來
の
陸
路
運
送
を
や
め
て
鐡
遨
述 

送
又
«
水
上
運
送
を
す
るV

J

.い
ふ
が
洳
く
運
送
方
法
の 

變
更
に
ょ
る>

;5」

も
あ
\

或
は
從
來
は
交
通
機
關
不 

備
の
爲
め
に
其
の
地
方
，の
小
市
場
の
^
に
巳
む
を
得
ず 

販
賣
し
て
居
つ
れ
も
の
が
新
交
通
機
關
を
利
用
し
て
.遠
.. 

隔
な
る

大
1|
1

®

へ：却
て
®

■

な

る

M

K
を
以
て
搬
出
す 

る
こ>」

に
な
つ
れ
と
い
ふ
が
如
く
、
市
場
の
變
K
に
ょ 

名
こ
ビ
も
あ
り
、
或
は
同
種
又
は
數
種
の
交
通
機
關
の• 

間
に
競
爭
の：

行
は
■る 

>
が
爲
め
に
述
賃
の
下
落
を
來
し
，
 

た
S
い
ふ
場
合
も
'|
)
ぅ
得
る
0
で
.あ
る
が
、
.其
れ
に
し
：
 

て
も
荷
く
も
生
產
物
0
代
11
や
生
^
の
^
用
に
變
勸
な 

き
限
り
は
運
送
«
0,
減
來
は
^
,̂
だ
».
.借
她
生
產
者
^
 

利
益
.を
增
加
せ
し
队
典
の
，土
地
に
對
す
る
評
®
^,
高
め 

し

め

，
る

。
，
然

為

に

此

の

1

费
の
：減
少
は
交
通
政
策
^

.

笫
五
锶

■'
•

1
:
1
:

九
.
.
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七

0

六

)

雜

_
0

地

代

概

論

所

謂

-:
-
|脅
艰
取
扱
の
原
則」

'
.の
.行
泳
る
、
限
り
は
通
例 

1

般
的
で
あ
つ
て
特
«

A

.0
み
^

#
11
を
與
へ
る
と
に 

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
單
に
{
部
借
地
人 

の
み
の
土
地
評
愤
を
高
办
る
に
止

ま

^

も
の
で
は
な
ぐ 

當
該
地
方1

般
借
地
人
^
:平
等
に
又
.地
主
に
も
同
一
の 

程
度
れ
於
て
評
價
を
高
め
し
.め
.る
も
の
で
あ
る
。
農
業 

的
生
產
赉
及
，び
工
業
的
生
産
翁
の
或
る
漭
の
洳
く
原
料 

品
や
生
產
物
を
多
®
に
®23

見
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
高 

—

價
小
蹵
品
を
取
扱
.ふ
一
部
商
業
者
ビ
は
興
な
つ
て
其
の 

運
送
©
用
は
收
益
上

.

な
'

か
^
-
重
要
な
關
係
を
有
す
る 

も

の

で

あ

る

か

ら

し

.て

彼

等

に

於
て
は
連
賃
の
減
少
は 

收
益
の
增
加
に
貢
谳
す
る
こ
i
特
に
大
で
あ
り
從
つ
て 

;±
地
に
:»
す
る
評
價
を
增
加
せ
し
む
る
こ
ビ
も
亦
大
ょ 

る
.の
で
あ
る
。
故
に
其
の
結
.果

は

他

.
の

事

情

に

し

て

變
 

ら
ざ
る
限
-

CN

地
代
の
墙
加
を
來
し
得

る

.
の

で

あ

る

o 

, 

以
上
吾
^

は
運
送
の
费
用
の
減
少
を
來
さ
し
む
る
こ 

ビ

に
'1
つ
て

地
代
;0
®
加
を
激
ら
す
所
の
事
情
を
述
ベ 

た
、
若

し

之

に

反

す

る

事

情

起

れ

ば

茈

.に

地

代

は

減

少

蟹

啟

ニ
1
0

.す
^

t
で
*
气

，

が
其
の
：こ
i

u
特
に
說
明
を
加
べ
る 

.の
必
要
を
認
め
な
い
か
&
之
を
省
赂
す
る
？

：

t

) 

l
:l
:

l
:f
:

#

l
:i
:

s:
i

l
^
家

:の
..消
長
^
ょ
、る
地
代
の
堪
減 

•

,

玆
に
地
主
對
借
地
人
間
の
關
係
2

い
上
の
は(

I
)

地 

代
契
約
0

際
に
於
け
る
是
等
雨
考
の
驅
引
交
涉
の
巧
拙 

及
び(

二
}地
主
間
並
.に
借
地
人
間
に
於
け
る
妓
淨
の
；ご 

と
を
意
^ '
す
^
。

(
I

)

交
渉
®
引
の
巧
拙
如
何
は
地
代
の
最
高
眼
度 

た
る
借
地
人
の
評
價
i

某
の
最
低
限
度
.た
る
地
主
の
#
 

價

ど

.
の

間

に

於

て

地

代

の

額

を

或

は

庇

較

的

高

'く

.

足
め 

し
め
或
は
此
較
的
低
く
定
め
じ
む
る
の
作
用
^
^
.
る
も 

の
で
あ
つ
て
、
借
地
人
が
此
の
點
に
.於
て
礙
れ
て

居

れ

 

ば

地

代

は

，
比

較

的

低

く

定

ま

り

地

主

が

il
れ
て
居
れ
ば 

'»
代
は
商
く
定
ま
る
の
で
#

る

、

故

，
に

貨

借

當

事

者

に
 

於
け
る
此
の
交
涉
の
巧
拙
に
變
動
を
來
す
i

き
は
地
代 

は
從
つ
.て
變
動
を
生
；妨
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
借
，地
人 

.の
方
が
巧
妙
.に
な
れ(

ば
地
：代
を
^

^

,せ
む
む
る
0

傾
甸

が
あ
り
、
地
主
の
方
が
巧
妙
に
な
れ
ば
之
を
增
加
せ
し 

む
る
の
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
o 

,(

ニ)

次
に

，
借

地

人

間

に

土

地

借

用

の

競

爭

が

あ

る
 

ビ

き

は

借

地

人

同

志

.：の

間

に

於
て
地
代
を
靡
り
上
妙
る 

こ
ビ

に
な
る
か
ら
し
て
、
苦
し
借
地
人
侧
の
全
體
を'I. 

括
し
'て
地
主
ビ
對
立
す
る」

園
體
ビ
見
る
と
き
は
競
银| 

ミ
い
ふ
內
|1
に
ょ
つ
て
對
地
主
の
關
係
に
於
て
頗
る
不
. 

利
益
な
地
位
に
立
つ
、
從
つ
て
地
代
は
'競
爭
な
き
場
合

\

 

に
比
し
て
高
く
览
め
ら
る
、
»

で
あ
る
。
故
に
或
は
土 

| 

地
所
有
廣
を
失
つ
て
借
地
の
必
要
を
生
じ
た
も
の
、
數 

を
增
加
し
或
枝
前
述
せ
る
理
由
に
ょ
つ
て
土
地
に
對
す 

る
評
«

の
昂
上
を
來
し
從
つ
て
土
地
の
：窗
要
を
增
加
し 

付
る
等
の
結
梁
ビ
し
て
借
地
人
侧
に
於
け
る
競
举
を
增 

加
し
た
る
場
合
に
は
地
代
は
高
ま
る
の
傾
向
が
あ
り
、

. 

之
に
反
對
な
る
事
情
起
れ
ば
地
代
は
®

^
す

る
.0
傾
向 

が
あ
る
の
で
あ
る
。
又
地
主
間
の
競
爭
の
減
少
し
れ
る 

場
合
化
は
地
主
の
獨
^

權

は

愈

，々

增

大

し

對

借

地

人

の
 

關
係
に
於
.て
益
々
窗
利
'0
地
位
に
立
つ
こ
S

に
な
る
，

第

十

轵

(

セ

0

£

雜

錄

地

代

概

論

從
う
て
.此
の
場
合
に
は
：獨
占
權
の
微
弱
な
る
«
合
に
比 

七
て
地
代
を
高
め
る
こV

J

が
出
來
.る
.の
で
あ
る
:0
故

 ̂

何
等
か
の
理
由
に
ょ
つ
て
地
主
の
評
憤
の
み
非
常
に
高 

ま
つ
た
場
合
や
土
地
所
有
權
の
■

中
行
.は
れ
中
小
地
虫 

が
借
地
人
階
級
に
陷
&
犬
部
分
の
土
地
が
少
數
者
の
赉 

中
に
歸
す
る
に
至
り
^

る
場
合
に
は
地
代
の
*
加
を
來 

す
の
傾
が
あ
る
。
特
に
斯
る
場
合
に
は
地
遂
は
土
地
に 

赋
課
せ
ら
る
、
租
漉
の
負
擔
を
ば
借
地
人
に
轉
嫁
せ
し 

む
る
こ
ビ
を
得
る
か
ら
し
て
益
々
地
代
の

增

加

を

來

す

 

ベ
く
、
若
し
此
，の
際
地
租
の
增
旅
で
も
行
は
れ
た
ど
す 

れ
ば
地
代
は
爲
め
に
萸
に
.1.

層
の
增
加
を
來
し
得
る
®
 

で
あ
る
、
而
し
て
事
情
之
に
反
し
地
主
側
の
競
爭
の
增 

進
せ
る
場
合
.に
は
地
代
は
低
落
す
べ
き
で
あ
る
。

斯
く
土
地
の
貨
借
當
事
者
問
に
淤
け
る
競
帮
の
消
提 

並
に
其
の
交
涉
驅
引
0
:巧
拙
の
：變
動
如
何
に
ょ
つ
て
或 

は
地
代
の
增
加
令
來
し
或
は
其
0

減
少
を
來
す
.の
で
あ 

る
.が
、
'是
等
の
理
由
に
よ
つ
て
地
代
に
變
動
を
來
し
得 

る
範
圓：

ば
極
；め
：て
狹
小
で
あ

る

,-
°

即
ち
如
何
に
»

加
す

.
i
m 

二 h

一



笫

十

餘(

七
〇
八
.

)

雜

錄

地

代
m

論

る
i

も
借
地
人
の
評
價
以
上
に
ば
出
づ
i

こ
と
な
く
、

■

又
如
何
に
減
少
す
る
，も
地
主
の
評
價
以
下
に
低
落
す
る 

こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
？
故
に
地
代
增
減
の
原 

因
1

し
て
は
典
の
筮
要
の
度
は
前
に
述
.べ
た
評
價
の
變 

動
に
は
比
較
し
得
べ
く
も
な
い
S

云
は
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ

。 

■

以
上
述
べ
た
る
：所
を
綜
合
し
て
考
ぺ
る
に
生
產
價
額 

が
增
加
し
生
產
運
送
の
®
用
が
減
少
す
れ
ば
地
代
は
僧 

加
し
、
前
漭
減
少
し
後
者
增
加
す
れ
ば
地
代
は
.減
少
す 

る
、
然
し
生
產
價
额
の
堦
加
:̂
生

産

運

，送

费

の

增

加

？ 

が
同
時
に
^
ず
る
ど
き
は
兩
者
變
動
の
程
«
如
何
に
ょ 

つ
て
必
中
し
も
地
代
の
增
加
を
來
す
i

は
限
ら
な
い
、
 

却
つ
て
減
少
を
來
す
こ
^

に
も
な
6

得
る
の
で
6

.つ
て 

*

竟
费
用
^
:生
産
價
额
S

の
差
额
を
大
な
ら
し
む
る
が 

如
き
事
情
起
る
'
^
き
は
土
地
の
評
惯
を
高
め
て
地
代
の 

增
加
を
來
し
之
に
反
す
る
ど
.き
は
地
代
の
減
少
を
來
さ 

し
め
る
、
而
し
て
又
當
事
漭
の
谷
々
.の
侧
に
於
け
る
交

第
3£
锄

こ
三

涉
の
巧
妙
.
V

V

な
る
6 
&

は

を

れ

自

己

に

利

益

‘に
な 

る
..

や
ぅ
に
地
代
を
變
動
せ
し
め
、
谷
々
の
侧
R

於
け
る 

競
^
の
消
長
あ
る

ヾ

し

き
は
之
.に
反
比
例
し
て
自
己
に
不 

利
益
な
る
や
ぅ
に
地
代
の
變
動
を
來
さ
し
め
る
も
の
で 

あ
る
.
< £

5 ;

ふ
こ
と
か
ノ
出
來
る
の
で
あ
る
o
_

然
し
な
が
ら
吾
人
は
複
雜
な
る
實
際
社
會
に
於
て
は 

地
代
に
影
響
す
べ
きf

事
情
の
起
h
た
る
を
見
て
直
ち 

に
其
の
當
然
if
ら
す
ベ
.き
結
果
を
生
^
る
こ
i
を
激
期 

す
る
こW

は
出
來
な
い
、
何
ど
な
れ
ば
«
際
1:
會
に
於 

て
は
件
の
辦
情
の
み
起
り
て
其
の
他
の
事
情
は
一
切
座 

せ
ず
^
い
ふ
こ
ミ
を
必
す
る
こV

J

が
出
來
な
い
か
ら
で 

ぁ
る
、。
例
へ
ば
生
産
の
技
術
改
良
さ
れ
费
用
減
少
し
ね 

ビ
す
れ
ば
、
.を
れ
自
身
の
み
に
就
て
考
ふ
れ
ば
生
産
用 

の
土
地
の
地
代
を
增
加
せ
し
む
る
の
作
用
を
な
す
け
れ 

ざ
も
、
若
し
之
ビ
同
時
に
生
產
物
供
給
の
»
加
而
も
多 

大
の
增
加
を
來
す
ヾ」

き
は
地
代
を
僧
加
せ
し
む
を
心
«
 

の
方
が
一
層
强
ィ
行
は
れ
て
爲
に
地
代
は
却
つ
て
減
少 

す

る

さ

へ

あ
&

得
る
が
如
き
は
其
の
ニ
例
で
あ
る
◊

: 

奇人
は
漂
流
船
の
流
れ
着
く
べ
き
方
向
を
ば
潮
流
の
方 

甸
の
み
に
ょ
つ
て
判
す
る
、6
は
出
來
な
い
、
又
風
の
方 

S

の
み
に
ょ
つ
て
斷
す
る
と

も
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

' 

〔

第
二〕

住
宅
敷
地
の
地
代
の
增
減 

住
宅
敷
地
^
し

て(

或
は
遊
園
地
其
の
他
の
消
费
的
一 

EZ

的
に
使
用
す
る
も
のVJ

し
て)

の
土
地
の
地
代
の
增
一 

減
を
來
さ
し
む
る
倐
件
は(

1
)

借
地
人
の
評
價(

ニ) 

| 

地
主
の
評
價(

三)

兩
漭
間
の
關
係
の
三
#
な
る
こ
と 

生
産
用
地
の
場
合
ど
同
，

1

で
あ
.る
が
、
唯
興
な
る
所
は 

借
地
人
並
に
地
主
の
評
價
に
變
動
を
來
す
原
因
を
少
し
Z 

く
興
に
す
る
所
あ
る
の
點
の
み
で
あ
る
。
故
に
玆
に
はI 

評
價
の
變
励
ょ
0
來
る
地
代
の
增
減
の
み
に
就
て
述
ベ

る
ブ
 j  

y

る 

o 

\

他
宅
敷
地
ど
し
て
の
土
地
の
«

價
は
如
何
に
し
て
定 

ま
る
か
、
之
に
就
て
は
ニ
つ
の
場
合
を
區
別
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
は
田
舍
に
於
け
る
宅
地
の
場
合
ど
鄱 

會
に
於
け
る
塔
地
の
場
合
と
の
區
別
即
ち
是
.

で
あ
る
» o
.

(
i
)

田
舍
の
農
業
地
方
又
は
都
市
の
郊
外
に
於
け
る
が

浓

十

傲
Q

O

S

雜

錄

，

地

代

概

論

，

如
く
土
地
が
耕
作
に
も
宅
地
に
S
刹
用
し
#
ら
る
、
所 

に
於
て
は
、
借
地
人
の
評
惯
は
宅
地
i

し
て
の
使
用
の 

見
地
の
み
ょ
り
し
て
定
ま
る
け
れ
ど
も
地
中
}の
侧
か
ら 

見
れ
ば
耕
地
6

し
て
の
評
價
i

宅
地
ど
し
て
の
評
似
i
 

を
比
較
し
て
其
高
き
方
を
以
て
自
己
の
評
價
と
す
る
。 

故
に
宅
地
ど
し
て
の
價
値
利
便
は
毫
も
增
加
し
な
い
の 

に
耕
地
ど
し
て
の
價
値
增
加
し
た
る
が
爲
め
に
地
虫
側 

-U

於
け
る
評
®

.に
上
騰
を
來
し
其
の
結
果
と
し
て
地
代 

の
.增
加
を
來
す
、と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に(

ニ)

都 

會
地
に
於
て
は
：完
全
に
で
は
な
い
け
れ
ど
も
大
體
に
於 

て
エ
業
地
區
ど
商
業
地
胳
^
住
宅
地
區
ビ
が
自
ら
分
れ 

て
居
り
同
一
地
域
の
土
地
は
生
«

/|
]

消
猶
1|
|

の

兩

方

面
 

に
用
ひ
ら
れ
る
こ
ど
は
少
な
い
の
で
從
つ
て
住
宅
地
の 

評
價
は
右
の
場
合
の
如
く
生
*
方
面
か
ら
觅
て
の
評
®
 

の
影
響
を
受
け
る
と
は
少
な
く
單
獨
に
住
窀
地
と
し
て 

の
利
便
か
ら
'し
て
定
か
ら
れ
る
と
が
多
い
の
で
あ
•
る

.0

然
し
な
が
ら
商
工
業
地
域
の
中
に
宅
地
の
あ
る
場
合 

に
は
、
之
はc

〗
)

の
場
合
と
闾
檨
の
關
係
に
立
つ
の
で 

あ
る
:̂
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
g
o;'
:
'

」

.
•
'
.
:

狱

五

號

，

r

g
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雜

錄

地

代
概

論

然
ら
ば
■

地
e

し

て

用
ふ

る

場
合
R
於
け
る
土
地 

の
評
®

f
t如
何
に
し
て
足
ま
る
か
ビ
い
ふ
に
、
之
は
曲 

と

し

て

其

の
±'
地

の

位«

の
點
か
ら
し
て
定
ま
る
の
で 

あ
る
。
然
る
に
位
®
に
は
自
然
的
の
位
®

^
ft
會
的
の 

位
镫
ど
の
區
別
が
あ
る
。
自
然
的
位
置
i
は
例
へ
ば
土 

地
が
高
燦
で
あ
る
ど
か
眺
望
が
よ
い
i
か
空
氣
が
淸
澄

\ 

で
あ
る
ど
か
云
ふ
や
ぅ
に
對
自
然
の
關
係
か
ら
し
て
見| 

た
る
位
遛
必
こ
ど
で
、
社
會
的
の
位
置
S
は
例
べ
ば
距j

 

離
が
近
い
S
か
交
通
の
便
宜
が
あ
るV

J
か
云
ふ
如
く
對| 

社
會
的
の
活
動
を
な
す
の
基
礎
と
し
て
見
れ
る
位
置
の 

こ
ど
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
•
It
會
的
活
動
か
ら
.返 

い
て
全
く
隱
遁
生
歡
を
す
る
者
文
は
自
沪
ら
交
通
上
の
W 

促
宜
を
有
す
る
が
爲
め
に
距
離
の
遠
近
'
.を
齒
牙
に
か
け| 

る
の
喪
な
き
上
流
の
も
の
は
寧
ろ
自
然
的
の
位
置
よ
b

. 

し
て
住
宅
地
を
評
價
し
ヽ
a
會
的
活
動

。
a

交
的
生
活 

を
す
る
薪
又
は
中
流
下
流
の
人
々
に
至
つ
て
は
寧
ろ
社 

會
的
の
位
置
よ
り
し
て
住
宅
地
の
評
價
を
す
る
も
の
で 

'あ
る
。

@
か
ら
人
难
6
馬
¥
。自
動
瑱
等
を
有
す
る
潘
が

婼
芄
號
■

r
i四

I」

公
共
的
交
通
機
關
の
使
鹙
少
ぎ
偏
在
闕
靜
な
地
方
に
居 

を
«
へ
、
m
.々
，通
勤
す
る
者
而
も
交
通
機
關
を
利
用
す 

る
こW

能
は
ざ
る
も
の
に
あ
り
て
は
成
る
ベ
く
動
務
の 

f
f
i所
か
ら
距
離
の
近
い
ポ
㈧
に
居
を
■
え
る
が
如
き
は 

此
の
理
に
ょ
る
P 

. 

_ 

然
る
に
社
會
の
發
達
す
る
に
つ
れ
て
何
れ
の
土
地
に 

て
も
其
の
\自
然
的
位
僵
並
に
ft
會
的
位
ft
に
變
動
を
來 

す
。
勿
論
：絕
對
的
に
位
置
.が
移
動
す
る
の
意
味
で
は
な 

K

唯
相
對
的
に
其
の
利
便
に
»-
動
を
來
す
€
ぃ
ふ
の 

意
味
に
過
ぎ
な
い
。
例
へ
ば
自
然
的
位
僵
の
點
に
.於
て 

優
秀
な
り
し
地
方
に
新
に
淼
林
を
伐
採
し
て
工
場
が
說 

け
ら
れ
#

H
黑
煙
を
吐
き
出
す
こ
V
J
Rな
れ
ば
空
氣
を
. 

汚
濁
せ
し
め
喧
燥
を
增
し
て
頗
る
其
の
位
锻
を
劣
.等
な 

ら
し
め
る
し
/
又
之
に
反
し
て
從
來
社
會
的
位
置
の
點 

に
於
で
頗
る
劣
等
な
り
し
偏
在
の
場
末
地
方
も
之
に
至 

る
の
：時
間
短
縮
さ
ゐ
、
，」

と
に
な
れ
ば
其
の
土
地
は
颇 

る
位
置
の
利
を
增
す
こ
ど
に
な
る
、
.而
し
て
距
離
.0
.
® 

縮
*時
間
の
節
約
•往
復
®
用
の
輕
減
等
が
交
通
機
關
の

發
逡
の
直
接
の
結
果
.た
る
は
勿
踰
で
.ぁ
る
が
、■ H

場
な 

I

新
設
も
交
-®
の
便
宜
の
具
は
.つ
れ
地
方
を
撰
ん
で 

行
は
'れ
る

が

故
に

、

是
れ
亦
交
通
機
關
發
達
の
間
接
の 

結

集

'見
る
こ
€
が
出
來
る
。
そ
れ
故
に
交
通
機
關
の 

'倐
達
は
位
置
の
變
動
を
來
さ
し
む
る
主
要
な
る
原
因
ビ 

癸
は
な
け
れ
ば
な
ら
g
o

，
交
澉
機
關
の
礙
達
に
つ
れ
て
位
镫
の
優
劣
に
變
動
を 

來
す
ど
す
れ
ば
人
の
土
地
に
對
す
る
評
價
も
亦
從
つ
て 

變
動
を
來
す
。
故
に
玆
に
住
宅
地
の
需
要
供
給
に
變
動 

.を
來
し
て
地
代
に
增
減
を
來
さ
ぃ
る
.を
得
^
い
0
)5
!)ち 

例
へ
.ば
從
來
交
通
機
關
の
便
利
な
か
り
し
晦
代
に
於
て 

は
勸
務
の
圾
所——

通
例
中
心
地
域一

-

に
近
き
所
に 

居
を
*

b
る
の
必
要
*
り
、
而
も
斯
る
中
心
地
域
附
近 

は
商
業
上
の
敷
地
ビ
し
て
地
代
頗
る
高
き
を
免
れ
な
い 

か
ら
し
て
--
#
つ
て
住
宅
地
の
地
代
に
高
價
を
拂
ふ
の
必 

¥
ぁ
ぅ
し
者
が
、
今
や
往
復
時
間
の
®
縮

。
©
ぼ
の
輕 

ま
等
は
よ
つ
て
斯
る
中
心
地
に
止
ま
る
の
必
•要
を
減
じ 

た
る
が
故
に
银
ぅ
て
場
末
地
方
に
內
ふ
ゃ
ぅ
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。
か
く
て
火
.體
に
就
で
之
を
見
れ
ば
.
心
地 

域
の
地
代
は
低
落
の
傾
向
を
生
中
る
か
或
は
少
く
ビ
も 

a

會
の
多
大
な
る
發
辑
に
も
拘
ら
ず
地
代
增
加
の
勢
を 

減

少

せ
.{
.
め
、
之
に
反
し
で
郊
外
場
末
地
方
は
益
々
地 

一
代
增
加
の
傾
向
を
示
す
-」

ど
に
な
る
。
東
京
市
に
於
て 

押」

上
，
巢
鴨
、
江
芦
川
、
»

谷
，
0

揲
等
■の
所
謂
場
末 

|

U
'至

る

電

車

や

山

の

手

^

の

如

き

郊

外

線

や

、

TI
-

3
巾

ビ
. 

近
郊
ビ
を
連
絡
す
る
^

武
線
，
京
獱
線
な
ど
の
«
&
開 

通
.以
後
に
於
て
其
の
沿
線
近
郊
地
方
の
地
、代
が
®
る
急 

激
に
上
騰
し
た
る

^J

はs

常
見
聞
す
る
所

な

る

の
み
な 

ら
ず
"

又
每
日
是
等
の
諸
方
而
に
於
け
る
：范
难
が
朝
夕 

殆
ん
ど
滿
員
の
盛
況
に
«
る

に
ょ
つ
て
見
て

も

:1
]

:

ハ
の||

|

]
 

一
の
事
情
を
察
す
る
こ

と

が

出
來
る
の
で
あ
る
。
都
市
の 

人
ロ
增
加
し
て
糖
々
な
る
住
居
陶
題
を
生
す
る
に
及
ん 

で

之

が

解

決

手

段

ど

し
て

W
B
⑶

ri
f
を

推

^

し

將

に之 

を
近
郊
地
方
.に
設
け
る

こ

と

を

«

^

す
る

*
が
あ
る

が 

之
な
>
も
交
通
機
關
發
達
の
結
果
に
待
れ
な
け
れ
ぼ
な 

ら
な
い
。
大
都
曾
の
近
郊
に
於
て
笋
大
の
住
宅
地
ビ
姐
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七
ー
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)

雜

錄

地

代

槪

論

物
セ
を
供
給
す
る
土
地
建
物
會
社
な
,

)

レ
の
ま
立
が
近
郊 

‘交
通
機
關
の
發
達
ど
相
追
隨
^
て
居
る
の
ニ
事
は
論
者 

の
，'a:
.意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
點
で
あ
る
^

®
ふ
。

姑

五

m

、し
ハ

wm

力

!

,

f

n

.

0

說
及
び
其
.の
批
評

菩
A
は
是
爻
で
本
論
に
於
て
各
題
月
に
就
き
每
囘
リ 

力

ー

ド

ー

の

！

p

を
窺
ふ
こ
と
を
忘
れ
-̂
か
つ
た
、
故
に 

今
囘
も
彼
の
所
說
を
ー
應
研
究
し
て
見
や
ぅ
ビ
思
ふ
。

?

ヵ
ー
ド
|

は
_

代

の

增

加

に

就

て

は

人

ロ

增

加

.の 

場
合
を
擧
げ
、
人
ロ
增
加
し
て
土
地
生
產
物
に
對
す
る 

豁
要
增
加
し
之
に
應
せ
む
が
爲
め
に
資
本
の
投
入
额
堪 

加
す
れ
ば
必
ず
や
漸
次
劣
等
な
る
土
地
も
耕
作
に
附
せ 

ら
れ
又
同一

の
土
地
も
愈
集
約
的
に
耕
さ
れ
て
最
高
生 

淹
费
«
加
し
玆
に
代
傻
の
騰
貴
を
來
し
て
地
代
は
爲
め 

に
增
加
す
る
こ
^

、
な
る
i

論
.じ
て
®
!る
。

oli
c 

•!
:

此
の
理
を
推
せ
ば
"
反
猶
に
人
口
が
減
少
す
れ
ば
地 

代
は
減
少
を
來
す
と
い
ふ
論
に
な
る
の
で
‘あ
る
が
、
y 

.力
ー
ド
:'
'
|は
猶
ほ
泚
'0
外
に
地
代
の
減
少
す
る
場
合
ヒ

し
て
改
良
及
び
資
本
減
少
の
：場
合
を
舉
げ
て
g
.る
？
即 

ち
第
：

一

に
資
本Q

.

投

入

.紙

を

減

少

せ

し

む

る

所

の

改

a
 

の
行
は
れ
た
る
場
合
に
就
て
は
■『

土
地
に
同】

分
©

の
. 

資
本
を
便
用
す
る
の
必
要
な
か
ら
し
め
從
つ
て
最
後
に 

用
ひ
ら
れ
た
る
資
本
部
分
を
し
て〗

廣
注
産
的
な
ら
し 

む
る
が
如
き
報
情
起
る
と
き
は
地
代
は
低
落
を
來
す|

;

. ®

5

と
云
ひ
、
第
二
に
一
國
に
於
け
る
資
本
の
存

ff
i

 

量
の
減
少
を
來
し
た
る
場
合
に
就
て
は
.『

j

國
に
冷
て 

資
本
の
大
減
少
を
來
す
ど
き
は
：
.

.

資
本
の
集
*
が
地 

代
を
增
加
せ
し
む
る
ど
正
反
對
の
順
序
に
從
つ
て
地
代 

の
低
落
を
來
す』

-
营

0

 

i

云
ひ
、
直
ち
に
之
に
語
を 

繼
い
で
假
令『

人
口
も
富
力
も
共
に
增
進
す
る
も
、

«

 

し
之
ヒ
闾
時
に
農
業
に
一
大
迤
步
を
來
し
て
劣
等
地
耕 

作
の
必
婴
を
減
少
せ
し
め
又
は
優
等
地
に
同

j

分
*
の 

資
本
を
投
中
る
の
必
要
を
減
#

し
め
た
る
場
合
に
於
て 

は
是
亦
前
の
場
合
と
同
欉
“(

地
代
減
少

)

の
結
艰
を
注 

t'』

x

s

s

'

i

述
べ
，て
居
る
o
思
ふ
に

ジ

ヵ

ー

ド
ー
は
根 

本
の
考
と
し
て
結
局
土
地
生
產
物
の
分
量
を
增
加
せ
し

，む
る
に
常
つ
て
資
本
の
生
.產
カ
が
.漸
次
遞
減
し
法
.淹
猥 

が
漸
次
遞
增
す
る
の
結
粜
き
し
て
生
產
物
の
猶
用
は
各 

部
分
#
に
大
小
の
相
違
あ
b
而
も
代
價
に
至
て
は
同
，一 

な
る
'が
故
1:
此
爾
者
の
羞
额
が
地
代
と
な
.る
と
考
へ
典 

分
最
は
代
惯
を
決
定
す
る
所
の
最
高
生
*
费
ビ
興
の
他I 

め
生
淹
费
と
の
差
额
に
ょ
ぅ
て
定
ま
る
と
考
へ
れ
。
從

I 

つ
て
彼
は
資
本
の
投
入
額
を
大
な
ら
し
め
此
最
高
生
產 

嫂
を
し
て
益
々
大
な
ら
し
め
以
て
雨
渚
の
問
隔
を
し
て 

愈
々
大
な
ら
し
む
る
が
如
き
出
來
事
が
生
中
れ
ば
各
地 

の
地
代
は
益
々
增
加
し
、
之
に
反
し
て
資
本
の
投
入
额 

を
減
少
せ
し
め
最
高
生
產
费
を
し
て
低
落
せ
し
め
.雨
漭
一 

の
問
隔
を
減
少
せ
し
む
る
が
如
き
出
來
事
の
生
じ
た
場 

合
に
は
地
代
は
益
々
減
少
す
る
i
考
ベ
た
の
で
あ
る
o 

ノ
 

:

然
し
リ
ヵ
ー
ド
ー
の
所
輸
も
無
條
件
で
は
承
觀
し
觀 

い
所
が
あ
る
。
第1

に
タ
‘氏
.は
地
代
の
墙
加
に
就
て
人 

.ロ

增
加
し
需
要
の
壻
加
ビ
な
b
耕

作

が

益

.
々

擴

張

せ

ら 

办
集
約
ど
な
る
に
つ
れ
て
地
代
僧
加
す
S

云
つ
て
居
る 

が
其
の
然
る
は
生
康
费
が
漸
次
增
加
す
る
場<

n

に
於
て

の
み
で
.あ
つ
て
’
教
し
も
改
&
進
步
&
行
は
れ
猶
用
の 

節
減
を
來
す
ビ
き
は
^
は
地
代
に
何
等
の
變
動
も
な
き 

こ
.
あ̂
6
或
は
却
て
或
.る
程
度
ま
で
地
代
の
減
少
を
來
. 

す
こ
ビ
す
ら
あ
6
得V

 
く
"
又
假
令
改
芘
は
毫
も
行
は 

れ
な
い
^

す
る
も
交
通
の
發
達
と
い
ふ
こ
5

が
あ
れ
ば 

或
る

土
地
'に
於
て
は
觅
に
地
代
の
增
加
を
來
す
べ
き
も 

他
の
土
地
に
於
て
は
却
て
地
代
の
減
少
を
來
す
も
あ 

6
得
る
の
で
あ
.る
。
加
之
、
地
代
增
加
の
圾
合
は
祺
に 

费
用
遞
堺
に
よ
る
生
產
坶
加
の
場
合
の
み
で
は
な
く
、 

同

I

费
用
に
よ
る
生
：康
增
加
の
場4

i

も
同
欉
で
あ
る
こ 

を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第〗

I

に
リ
氏
は
改
-
R行 

は
れ
投
資
額
を
減
す
る
を
得
し
む
る
事
情
起
れ
ば
地
代 

は
下
落
す
S
云
ふ
も
、
之
は
人
口
增
加
せ
中
»
:
•#
亦

一 

定
せ
る
場
合
の
み
に
隈
.る
の
で
.あ
つ
て
而
も
此
の
改
& 

の
行
は
れ
る
有
欉
の
如
何
に
よ
つ
て
は
一
部
に
は
地
代 

の
.減
少
を
生
ず
る
ヾ

し
同
塒
に
^
の
部
分
に
は
却
て
其
の 

增
加
を
來
す
こ
^
も
わ
ぅ
得
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
リ
.
 

氏
はf

國
に
於
て
資
本
の
減
少
を
來
す
と
き
は
地
代
の
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n
^
u
h
o
v
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K
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.
u

H
h
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^
u
u
d
w
^
u
u
u
^
k
h
^
u
o
^
u
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.•第

汁
命

(

七
5

) 

.
- _

錄
' 

地
.
作
—

^

少
を
來
す
と
い
ふも

：*

若
し
其
の
、多
少
の
程
度
以
上 

.に
改
浪
進
步
行
は
れ
资
本
の
效
力
..の
上
か
ら
見
れ
ば
資 

*

不
減
少
資
本
增
加
と
同
樣
れ
力
得
る
場
合
に
於
て
は 

土
地
に
對
す
る
m

要
は
減
>

し
な
い
場
合
が
あ
b

得
る 

炉
ら
し
て
其
の
場
合
に
は
地
代
は
減
少
を
來
さ
な
い
箬 

で
、あ
る
。
又
リ
氏
‘が
資
本
減
少
は
地
代
の
下
落
を
來
す 

ビ
输
中
る
1:
當
；つ
て
极
據
ビ
す
る
所
は
直
接
に
土
地
そ 

の
も
の
に
對
す
る
需
要
の
減
少
す
る
^

い
ふ
事
實
R

 

あ
ら
ず
し
て
實
は
勞
銀
基
金
•說
的
の
考
か
ら

出

立

し 

人
口
は
之
が
使
傭(

e
m
p
l
o
y
)

に
充
て
ら
る
ベ
き
^
金 

に
ょ
b

て
制
限
せ
ら
る
V

も
の
な
る
が
故
に
資
本
の
增 

減
に
伴
ぅ
て
人
口
の
增
減
を
來
す
、
故
に
資
本
減
少
の 

結
*
は
常
に
榖
物
に
對
す
る

有
效
霞
要
を
減
じ
代
惯
を 

牴
落
せ
し
め
耕
作
を
減
縮
せ
し
む
'

j
:

i

考

へ
斯
ズ
し
て 

耕
作
限
界
點
の
向
上
、
優
等
地
i

の

差

顧

：の

減

少

な

る

' 

考
を
通
じ
て
地
代
の
低
落
を
結
論
し
ft
の
で
あ
る
。
然 

>!
.
人

口

の

增

減

を

來

さ

し

む

る

も

の

は 

'
物

質

的

の

方 

而

の

み

よb
見

る
_S

,
資

本

の

掼

減

に

ぁ

ら

す

ん

て

富

■

笫
五

.號

.

r-w*

A

0
增
減；

で
あ
f

而
し
て
資
本
は
富
の一.

部
分
に
過
ぎ 

な
.い
か
ら
し
て
、
資
本
の
.減
少
ょ
り
し
て
人
口
の
減
少 

を
論
結
す
る
の
は
如
何
か
ど
思
は
れ
る
*
從
.つ
て
®
人 

は
寧
ゐ
資
本
の
減
少
は
他
に
之
を
偾
ぅ
て

餘
り
あ
る
如 

き
進

步

改

良の
行
は
れ
ざ
る
眼
り
は
I t

接
に
土

地
に
對 

す
る
.需
要
を
減
少
せ
し
め
る
i
,考
へ
之
ょ
り
し
て
也
C 

の
低
落
を
論
結
す
る
の
優
れ
る
を
思
ふ
も
の
で
あ
る
o 

.斯
の
如
く
リ
氏
の
所
論
は
氏
の
論
述
法
に
從
へ
ば
、
 

即

ち

.リ氏
の
前
提
し
た
る
事
情
の
み
を
認
め
其
の
#,
の 

起

^
'
得

べき
一
切
の
事
情
を
な
き
も
の
ヾ」

し
て
考
ふ
る 

ど
き
は
別

に
異
論
を
挾

む
點
は
な
い
、
け
れ
ど
も
前
に 

述

べ
た
る
が
如
き
事
情
は
常
に
起
ら
得
る
の
で
^
る
か 

.ら
し
て
是
等
を
も

考
の
中
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

殊
に
リ
氏
の
所
論
は
僅
か
に
農
業
她
代
の
み
に
限
ら
れ 

て
都
市
の
地
代
や
住
窀
地
の
地
代
に
及
ば
な
い
、
否
、 

農
業
地
代
に
就
て
ネ
唯
生
產
カ
の
一
.方
而
の
み
ょ
り
見 

て
.他
の
了
方
ょ
:'
!
)±
地
0
對
外
關
^

—

交
通
土
に
於
_ 

け
_る
土
地
の
地
位
如
何
.ビ
い
ふ」
」

ご
が
.地
代
に
如
阿
な

^

1

1

1.

.

-
 

.
■

ぐ：. 

.

る
影
響
を
與
ふ
.

る
：や
‘を
考
へ
て

居
な
い
？

一
 

言

^

し

て

1
K

へ
ば
、
y

氏
の
所
論
'

は
誤
ま
つ
.

て
. «

居
な
い
、
然
し

未

U

說

い

て

足

ら

ざ

る

も

の

が

あ

.な

と

言

は

な

け

れ

ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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0

.
河
田
學
士
の
說
及
び
其
の
批
評 

我
が
學
界
に
於
て
地
代
論
を
最
も
系
統
的
に
且
つ
最 

も
詳
細
に
論
じ
れ
る
も
の
は
京
都
大
離
助
敎
授
れ
る
河 

m
學
士
の
蓊『

土
地
經
濟
論』

で
あ
るV」

思
ふ
、
そ
こ 

で
同
書
に
表
は
れ
た
る
地
代
の
增
減
に
關
す
る
同
學
士 

の
.所
論
のj

«
を

弓

用

し

て

.
吾

人

の

硏

^

#
'料
と
す
る 

こV
J

に
し
れ
。
蓋
し
地
代
の
增
減
ど
い
ふ
こ
と
に
就
て 

.
に
論
じ
た
る
も
み
，は
菩
人
の
寒
聞
釔
以
て
し
て
は
双 

國
に
於
て
は
农
の
.外
忆
之
を
見
な
、い
か
ら
で
あ
る
。

河
田
學
士
は
地
'代
の
：增
減
を
來
す
原
因
ミ
し
：て
生
產
、

量
の
增
加
，
ぺ
惯
格
の
騰
貴
，'
生
產
f

の
減
少
、
運
搬 

费
用
の
減
少
の
四
*

を
擊&

て

居

ら

れ

る

が

，

_

の
小 

で
费
用
の
«

M
に
ょ
る
地
代
の
增
減
の
»

#
に
_
す
る 

說
明
の一

節
に
於
て
次
の
如
く
述
べ
て
居
ら
れ
る
。

B 

i

生
產
費
の
.低

減

に

ょ

る
地
代
の
增
減
は
第
一
生
產
 

喪
の
低
減
か
生
產
傲
の
僧
加
ビ
併
び
生
ず
る
場
合
S

第 

ャI

生
産
量
の
樹
加
：を
離
れ
て
墩
に
生
糜
«
の
み
の
低
減 

さ
る
、
場
合
ど
の
雨
^
を
區
別
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な 

らg
。

第

一

の
場
仓
K

於
て
®

ら
く
生
j®
费
の
低
減
i
 

い
■ふ
こ
^

を
取
離
し
て
if
生
*

*
の
«

加
ビ
い
ふ
 ̂
I 

の
み
に

就

て
砠
れ
ば
人
口
.增
加
並
に
！|

要
增
加
が
生
せ 

ざ
る
限
り
は
疋
に
地
代
の
減
少
ゼ
來
す
。
唯
生
産
增
加 

と
同
一
比
例
に
て
需
要
.增
加
す
る
場
合
に
於
て
の
み
地 

代
に
は
何
等
の
變
動
を
も
生
せ
な
い
。
第
二
の
場
合
の 

中

(

一
 

> 

生

產

费

低

減

.の

割

合

が

優

劣

各

地

に

對

し

て 

平
等
に
行
は
る
、
i

き
ば
地
代
：に

は
毫

も

變
勸
を
生
じ
 

な
い
、
蓋
しf

生
產
费ど

..

生
.産
f

i

の
.差

額

：の

各

地 

間
ほ
於
け
る
柏
逄
i

代
^

る
か
.
f
r
aは
其
の
地
代
に



I

1!
I

•1

奶

十

卷

(

七
一
六

〕

錄

地

代

0

論

U

何
等
の
堦
減
を
も
生
*

ざ
る
ベ
き
箬j

で
あ
る
。®
も 

眼
界
地
化
於
て
纸
產
费
の
減
少
せ
^
れ
れ
る
だ
け
穀
ゆ 

は
下
落
す
ベ 

各」
次 

&

地
に
6
ぅ
で
は
其
の
價
格
下
落
. 

A

同
じ
だ
け
生
a

锻

の

節

減

せ

ら

る

、
が

た

め

に

生

産 

费
ビ
僧
格
ど
の
差
顧
は
舊
に
依
て
做
然
れ
b

o

而
し
て 

何
れ
の
土
地
に
ゎ
'

6
て
も
此
の
差
額
は
舊
來
通
り
：依
然 

ど
し
て
變
化
せ
ざ
る
の
結
梁
、
地
代
は
之
を
一
地
一
地 

に
就
て
見
る
も
谷
劍
の
&

計
に
就
て
見
る
も
亦
舊
に
依

I 

て
依
然
允
^

^

何
等
の
增
減
を
も
生
せ
な
い
。(

ニ)

次 

に
生
藤
锻
低
減
の
割
合
が
優
良
地
に
多
ぐ
劣
地
に
少
き\ 

«

合
に
ば「

R

界
地
に
近
き
: ]
.

:

地
の
地
代
は
減
少
す
S

 

S

し
生
產
嫂
の
減
少
が
限
界
地
に
於
て
行
は
る
、
限
り 

は
穀
馏
は

M
則
ビ
し
て
低
落
す
べ
き
も
の
に
て
'
そ
れ 

R

つ
れ
て
a

代

一

般
か
減
少
す
る
に
^
る
ベ
き
傾
如
を 

迎
ふ
、'

る
に
：中
：，る
を
否
む
ベ
か
ら」

ざ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

而
じ
て「

そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
最
饅
莨
地
及
び
之
に
近 

き
優
從
地
の
地
代
は
增
加
ず
る
.

」

、
蓋
し
'
{
-優
.

法
地
に
?>
,
 

b 

.て
は
生
淹
费
低
減
の
，割
合
大
な
.

る
の
結
果
"：

生
產
價

董

號

i

H

Q
人

格
i
法
產
费
ビ
；の
差
額
に
成
る
其
の
地
代
は
擀
大
比
ざ 

る
を
得
し
ざ
る
か
&
で
あ
る
o (

三)

最
後
に
生
痛
#
低 

減
の
割
合
が
劣
等
地
杞
大
•に
優
^
地
に
小
な
る
場
合
{■
: 

於
.て
は「

從
來
優
度
地
と
劣
筝
地
と
の
問
に
#
し
た
る 

生
產
数
の
差
額
は
減
縮
さ
る
、
の
結
果
、
地
代
は
減
少 

せ
ざ
る
を
得
な
い
、
而
も
其
の
減
少
の
程
度
は
生
淹
«
 

低
減
の
恩
恵
に
浴
せ
ざ
る
優
良
地
に
於
て
*
も
大
な
る 

V

き」

で
あ
る
。「

之
を
要
す
る
に
人
口
の
增
M
に
#
な 

ひ
.穀
物
：！i

婆
の
增
加
す
る
に
つ
れ
て
榖
惜
の
騰
貧
す
る 

場
合
特
に
之
が
爲
め
に
跳
作
範
II
の
鱗
張
せ
ら
る
、
場 

合
に
は
地
代
は
一
般
に
增
加
し
、
土
地
及
び
耕
作
法
の 

改
庹
さ
る
\
に
ょ
り
或
は
生
產
量
の
增
加
し
或
は
生
齑 

费
の
減
少
せ
ら
れ
或
は
此
の
兩
者
が
和
提
携
し
て
生
ず 

る
場
合
に
は
地
代
は一

般
に
減
少
す
■る
も
の
、匕
見
て
大 

過
な
く
、
喺
一
ニ
の
例
外
的
場
合
を
政
ふ
る
の
必
要
あ 

る
の
み
。
而
し
て
農
耕
技
術
の
改
善
の
行
は
る
、
場
合 

.に
於
て
は
之
が
比
較
的
制
限
.さ
れ
代
る1

地
方
の
み
に 

rr
は
^

V
場
合
，匕.1

般H

涉
h
て
廣
く
行
は
る
、
場
へ2

I

に
.ょ
り
て
地
代
0
增
減
^
養
別
を
.生
せ
ざ
〃
る
を
得 

f'』

云
.々
。
^
土

地

經

濟

論

』

八

八
-^
丨

九

一

一

頁

參

照

) 

「

學
士
の
所
論
は
我
國
.に
於
て
地
代
論
上
稀
に
見
も
の 

S

論
で
、
斯
く
種
々
の
場
合
を
分
ち
.て
颇
る
詳
細
に
論 

じ
て
居
ら
る
、
が
"
菩
人
は
.其

の

一

部

.に

就

て

は

賛

成
 

す
る
け
れ
ど
も
他
の
一
部
に
就
て
は
不
幸
に
し
て
無
條 

件
で
之
を
承
認
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
い
の
み
な
ら
す
聊 

か
腑
に
落
ち
な
い
點
が
あ
る
。
即
も
學
士
の
前
記
所
論 

の
第r

の
部
分
即
ち
生
逄
®
減
少
が
生
產
量
の
增
加
を 

併
せ
生
ず
る
場
合
に
就
て
の
所
論
は
之
を
承
認
す
る
、

が
喺
其
の
所
論
は
生
產
费
の
減
少
i

い
ふ
こ
i

を
取
離 

し
て
唯
生
*

量
の
增
加
の
み
の
生
じ
れ
る
場
合V」

見
て 

論
じ
て
居
る
の
で
結
局
此
の
生
產
锻
減
少
ビ
地
代
の
增 

減
な
る
關
係
に
觸
れ
て
居
ら
-す
、
喷
單
に
.

「

供
給
增
加 

I

代
®

I

地
代」

と
い
ふ
關
係
を
論
ず
る
に
過
ぎ 

%

い
こ
£

を
注
意
.し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
然
る
に
第
二
' 

の
場
合
ヒ
し
て
論
じ
农
る
部
'分
训
ち
生
產
®
の
增
加
ビ 

い
ふ
こ
^

を
離
れ
'ぼ

眾

に

生

產«'
の

減

少

心

た

場

合

に 

笊

十

怨

、

(

七
一
七

)

雜

錄

地

代

概

論

.

關
す
る
所
論
：に
就
.て
は
直

ち

に

承

認

す

る

，」

i

の
出
來 

な
い
點
が
あ
る
。
先
づ
第j

に
は
へ
氏
が
地
代
を
以
て 

『

生
産
物
i

生
產
ll
i

の
間
の
差
額
の
谷
地
問
の
相
違J

 

な
り
ビ
な
し
て
居
る
こ
i

で
あ
る
。
地
代
は「
同

j

赀 

用
を
以
て
す
る
各
•地
問
の
钜
產
類
の
差」

ど
か「

同

j
分 

量
を
生
麄
す
る
^

製
す
る
費
用
の
各
地
間
の
差」

ど
か 

云
ふ
な
ら
ば
聞
え
て
居
る
"

然
る
に『

生
産
額
ど
费
用 

ど
の
差
額
の
各
地
間
の
相
違』

が
地
代
だ
S

云
へ
ば
そ 

れ
は
畢
竟
甲
地
の
地
代
^
こ
地
の
地
代
ミ
の
相
違
が
地 

代
だ
と
云
ふ
こ
と
に
外
な
ら
な
い
の
で
3>
つ
て
、
何
等 

の
意
義
を
な
さ
な
い
。
第
二
に
は
氏
が
生
產
费
が
減
少 

す
れ
ば
穀
债
が
下
落
す
る
ヾ」

な
す
®

に
就
て
の
論
理
で 

あ
るC

抑

‘々

穀

物

偕

将

の

下

落

す

る
爲
め
に
は̂

づ
典 

の
前
に
穀
物
の
供
給
增
加
ど
い
ふ
こ
ど
が
必

®

で
あ 

る
、
需
要
增
加
せ
ざ
る
に
も
拘
ら
ず
供
給
が
增
加
し
た 

ビ
い
ふ
場
合
に
於
て
始
め
て
代
惯
が
下
落
し
得
る
の
で
，
 

あ
る
。然
る
に
氏
は『

生
康
最
の
增
加
と
云
ふ
こ
ビ
を 

離
れ
て
單
ね
生
康
费
の
み
減
少
し
た
る』

こV
J

を
前
提

笫

五

號

コ
ー
ニ



I
I

郊
十
卷
' 

(

七.一 .

八，)

'

第
羅
，

I

H

H

オ
し
.て
.居
る
に
も
拘
S
ず
そ
れ
か
ら
し
て
穀
物
の
偕
格 

の
下
落
す
る
，

V
J

い
ふ
結
論
を
引
い
て
居
る
、E

く 

f

限 

界
地
に
於
て
生
^

®
の
減
少
せ
ら
れ
乜
る
だ
'

け
榖
f s

は 

下
落
すj

る
i

,°
之
に
ょ
つ
て
a
る
ど
氏
は
生
康
费
が
. 

減
少
す
れ
ぼ
假
命
生
齑
额
增
加
、
供
給
僧
加
ミ
い
ふ
こ


ぐ
し
が
な
く
ビ
も
生
廣
费
の
減
少
し
た 
ミ 
い
ふ 

一
辦
の
み 

I:
-
基
づ
い
て
直
接
に
代
惯
の
下
落
を
來
す
も
の
ビ
考
へ 

て
居
ら
る
、
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
少
く
ど
も
右
の
個
听 

に
表
は
れ
た
る
所
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
爾
か
思
は
れ
る
の 

で
あ
る
。.
茬
し
果
し
て
然
b
ビ
せ
ば
是
れ
太
な
る
誤
り 

で
あ
る
。
人
は
生
產
费
が
少
く
な
つ
た
か
ら
ど
て
代
惯 

を

安

く

^
^
て

賣

質

す

る

も

0.
で
は
な
い
、
生
產
喪
は
成 

る
ベ
く
安
く
賣
便
は
な
る
ベ

ぐ

高
か
ら
む

こ

ビ

を
願
つ 

て
居
る
の
で
あ
る
が
"
生
產
费
が
安
く
な
り
而
も
從
來 

VJ

同

一

の
代
债
で
寶
れ
ば
•刹
益
が
墙
加
す
る
か
■ら
生
產
. 

_
爾
加
し
供
鈴
附
し
斯
く
し
て
！g

給
の
。法
則
の
常
然
の 

結
果
ビ
し
て
代
偕
の
下
落
を
來
す
の
で
あ
る
。
若
t
氏 

.の
前
提
の
如
ぐ
生
産
額
の
增
加
な
し
ビ
す
れ
ば
、
穀
H
'

は
需
要
の
：樹
加
P

る
限
W

何
等
の
#
動
も
な
き
笹
で 

あ
る
.

。
.

果
し
‘

て
然
リ
ど
す
れ
ば
代
债
.
ヾ

」

费
用
ヾ
し
の
開
き 

が
大
ヾ」

な
つ
て
.地
代
は
爲
め
に
^
加
す
ベ

&

で
あ

る

o 

生
#

場
，の
低
減
が
务
地

j

f

に
；伞
等
に
行
は
る

、

^

 

合
に
は
限
.

界
地
に
於
て
生
產
钱
の
減
少
.̂
れ
た
る
だ
け 

轂
惯
は
下
落
す
べ
&

も
饞
庭
地
に
あ
>
て
は
そ
の
馏
袼 

下
落

V
J
:

同
じ
だ
け
坐
產
费
の
節
減
せ
ら
る
、
が
爲
め
に 

生
產
费
ビ
■

格
ヾ」

の
差
額
は
舊
に
依
て
依
然
た
りr

而 

し
て
何
れ
の
場
合
に
あ
り
て
も
其
の
差
額
は
舊
來
通
K

y 

依
然
ビ
し
て
變
化
せ
ざ
る
の
結
果
地
代
は
之
を；

地】 

地
に
就
で
見
る
も
#

地
の
總
f t

に
就
て
見
る
も
亦
籀
に 

ょ
6
依

然

た

何

等

の

增

減

を

生

せ

ざ

る

な

V

 

い
ふ
論
.は
如
何
に
し
て
も
支
持
す
る
こ
じ
は
出
來
な
い 

の
.で
‘あ
る
。

實
際
上
.

に
於
て
は
生
產
费
が
減
少
す
れ
ば
供
給
#
加 

し
代
憤
の
低
落
を
來
す
の
で
あ
る
。
然
し
其
の
れ
«
下 

落
の
s

i t

は
必
す
し
も
生
*

«

減
少
の
程
度
ヾ
し
^

し

い 

も

の

で

は

な
.

い
.

•河

阳

氏

は

f

原

則

ビ

し

て

生

簕

费

減

f-

少
し
た
.る
だ
け
榖
愤
は
傯
落
す
べ
き
で
ぁ
•る』

V
J

云
は 

れ
る
け
れ
ど
も
？
前
者
が
狻
漭
よ
6

も
大
な
る
こ
^
も 

ぁ
れ
ば
又
小
な
る
こ
(£
も
6

る
の
で
^

る
。
而
し
て
或 

る
土
地
に
就
て(

A )

生
產
物
の
價
格
下
落
の
程
度
が 

座
遗
®

減
少
の
程
度V」

等

じ

け

れ

ば

地

.代

に

何

等

の

影 

響
な
く

 

(

B

)

前
漭
が
後
著
よ
h

も
大
な
れ
ば
土
地
の 

收
益
價
値
減
少
し
て
地
代
は
低
落
に
傾
き
0) 

0
 

が
後
者
よ
り
小
な
れ
ば
同
樣
の
理
に
よ
り
て
地
代
は
增 

加
に
傾
く
。
此
の
こ
ビ
は
何
れ
の
土
地
に
就
て
も
悉
く 

，同
じ
で
^

る
。

今
河
田
氏
の
如
く
生
產
费
減
少
が
务
地
艰
等
な
る
場 

合
ビ
、
そ
が
優
等
地
に
大
に
し
て
劣
等
地
に
小
な
る
場 

合
ビ
、
優
等
地
に
小
に
し
て
劣
等
地
に
大
な
る
場
合
^
 

.

の
三
つ
.

に
分
け
て
考
ベ
て
、
各
地
間
に
於
け
る
地
代
變
. 

動
の
方
向
並
に
程
度
を
比
較
し
て
見
る
に
、
斯
く
分
析 

し
て
考
へ
れ
る
場
合
に
於
.て
も
河
田
氏
の
所
論
に
は
賛 

成
じ
難
き
點
を
發
見
す
る
の
で
ぁ
る
。
即
ち
次
の
如
く 

で
あ
る
？ 

' 

.

,

第

十

潘
ハセ一さ

0

錄

.•
■
'
地，

，
代

.

.
,

0

0

.
r
i
)

生
逄
«
の
減
少
が
咨
地
.平
等
な
る
場
务
に
は 

(

A)

敷
用
低
落
ビ
代
惯
下
落
ビ
其
の
®
度
等
し
け
れ
ば 

地
代
に
は
何
等
の
影
響
は
な
く(

B)

费
用
減
少
の
®

^
 

以
上
に
代
價
が
下
落
す
れ
ば
凡
て
の
土
地
の
地
代
が
鳞 

一
少
し
隈
界
點
は
向
上
し
舊
限
界
點
ょ
り
新
限
界
點
に
荥 

る
ま
で
は
漸
次
跳
少
の
程
度
增
大
し
そ
れ
以
上
は
凡
て 

均
等
に
減
小
ノ
す
る
。
而
し
て
0)

代
惯
の
下
落
が
费
用 

減
少
の
程
度
以
下
に
止
ま
る
場
合
に
は
限
界
地
ょ
ぅ
撖 

優
等
地
に
至
る
ま
で
悉
く
均
等
の
割
合
を
以
て
地
代
の
' 

增
加
を
來
す
。f

生
産
®
減
少
か
各
地
平
等
な
る
場
合
に 

は
地
代
に
は
何
等
の
影
響
な
し』

^
の
河
田
庆
の
說
は 

费
用
減
少
ビ
代
惯
下
落
ビ
其
の
程
度
を
等
し
ぅ
すV

J

の 

前
提
の
下
に
於
て
な
さ
れ
た
る
も
の
で
ぁ
る
か
ら
し
て 

I

恰
も
右
の(

A )

の
場
合
に
相
當
す
る
の
で
ぁ
つ
て
其
-0 

點
の
み
に
就
て
は
異
論
は
な
い
、
然
し
そ
の
他
の(

B ) 

C
P)

の
兩
場
合
も
起
ぅ
得
る
も
の
な
る
こ
<£
を
記
臆
し 

な
け
れ
ば
な
ら
a

'

o【

最
後
は
載
せ
た
る
.

第
；！

圖

參

照3 

v
.

(
1
1
)

.费
用
減
少
烬
優
等
地
に
大
に
劣
等
地
に
小
な

;
5
3



I
I

I

I

i

る
場
合
に
は(

A)

限
界
地
に
於
け
る
生
產
喪
減
少
ビ 

代
®
T

落
ビ
が
同
|
程
度
な
れ
ば
限
界
地
は
依
然
'̂
し 

て
地
代
な
く
そ
れ
以
上
の
優
等
.地
は
悉
く
地
代
を
增
し 

を
の
最
優
等
地
に
近
づ
く
に
從
つ
て
益
々
多
大
の
增
泔 

を

來

し

B)

代
®
下
落
の
程
度
が
限
界
地
に
於
け
る 

生
產
费
減
少
の
程
度
以
上
に
及
ぶVJ

き
は
限
界
也
及

 ̂

之
に
近
き
部
分
は
耕
作
外
に
驅
：遂
せ
ら
れ
て
耕
作
の
範 

I®
減
縮
し
從
來
の
或
る
饞
等
地
が
新
に
限
界
地
ヾ」

な
ぅ 

て
無
地
代VJ

な
り
を
れ
以
上
或
る
程
度
ま
で
地
代
の
減 

少
を
見
る
も
其
の
程
度
益
々
少
く
な
ぅ
て
遂
に
地̂

、

> 

何
等
の
減
少
を
も
來
さ
V
る一

點
に
達
し
そ
れ
以
浚

 ̂

凡
て
の
土
地
は
悉
く
地
代
の
#
加
を
來
し
最
優
等
地
に 

近
づ
く
に
從
つ
て
益
々
そ
の
增
加
の
程
皮
大
ヾ」

な
る
。. 

而
し
て(

C )

代
®
下
落
が
限
界
地
に
於
げ
る
费
Jf
l
成

 ̂

の
程
度
以
下
に
止
ま
れ
ば
限
界
地
に
も
地
代
を
生
じ
そ 

れ
以
上
の
土
地
亦
悉
く
地
代
の
樹
加
を
來
し
而
し
て
其 

の
增
加
の
程
度
は
最

蟹

地

に
於
て
最
も
大

で

ぁ
る
。
 

代
價
下
落
の
程
度
ビ
最
礙
.M
地
に
於
け
る
費
用
说
少
.の

第
玉
號
.、

程

度

ど

の

比

較

の

嶽

合

灰

ニ

個

あ

る

が

#;
«

に

な

る

ば 

か
*
で̂
あ
る
か
ら
今
は
之
を
潘
略
す
る
o
之
に
ょ
つ
て 

見
れ
ば『

限
界
地
に
近
き
.土
地
の
地
代
は
減
少
し
*
(# 

等
地
及
び
之
に
近
き
土
地
の
地
代
は
增
加
す』

〜

ぃ
ふ 

河
田
氏
の
結
論
は
恰
も
右
の(

B)

の
場
合
に
生
ず
る
結 

果
ビ
符
合
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し(

B
.

)

の
場
合
は
河 

田
氏
の
前
提VJ

し
て
考
へ
る
所
の「

限
界
地
に
於
け
る 

费
用
の
減
少
ビ
代
惯
の
下
落
ヾ」

典
の
程
度
を
等
し
ぅ
す 

る」

場
合
で
は
な
ぃ
、從
つ
て
氏
は
右
の(

八)

の
場
合
の 

前
提
の
下
に
於
て(

B)

の
場
合
の
結
朵
が
生
ず
るVJ

論 

じ
て
居
ら
れ
る
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
.'楚
れ
艰 

し
て
支
持
し
得
べ
き
所
な
る
や
否
やT

第 
一I

H
參
照1

 

(

三)

‘
费
用
減
少
が
劣
等
•
に
大
い
•
等
•
い
和
な 

る
場
合
に
於
て
は

(

A
 )

代
惯
の
下
落
が
限
界
地
に
於 

け
る
费
用
減
少
ビ
其
の
程
度
を
等
し
ぅ
す
る
ど
き
は 

凡
て
の
土
地
の
地
代
は
減
少
す
る
、
而
し
て
其
の
割
命 

は
最
饞
_
地
に
於
て
最
も
大
で
あ
る
。(1

1
)

代
價
卞
落

. 

の
程
度
が
限
界
地
に
於
け
る
费
用
減
少
の
程
度
よ
b
も

大
で
あ
れ
ば
限
界
地
附
近
は
耕
作
外
に
®
逐
せ
ら
れ
新 

限
界
點
は
向
上
し
そ
れ
以
上
最
優
等
地
に
至
る
に
從
つ 

て
益
々
犬
な
る
割
合
を
以
て
地
代
減
少
し(

C )

代
價
下 

落
の
程
度
が
限
界
地
に
於
け
る
赀
用
減
少
の
程
度
以
下 

な
る
場
合
に
は
限
界
地
に
於
て
最
も
多
く
地
代
の
增
加 

を
來
し
優
等
地
に
近
づ
く
に
從
つ
て
そ
の
增
加
の
程
度j 

が
少
く
な
る
"
而
し
て
⑴
劳
し
i

下
落
の
程
度
が
最| 

優
等
地
に
於
け
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